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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第34期

第３四半期
連結累計期間

第35期
第３四半期
連結累計期間

第34期

会計期間
自 2020年９月１日
至 2021年５月31日

自 2021年９月１日
至 2022年５月31日

自 2020年９月１日
至 2021年８月31日

売上高 (百万円) 47,741 49,916 63,898

経常利益 (百万円) 3,976 3,141 5,020

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 2,744 1,026 3,292

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,019 1,238 3,623

純資産額 (百万円) 19,615 20,581 20,219

総資産額 (百万円) 51,995 54,331 53,007

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 117.61 43.97 141.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 106.43 38.69 127.35

自己資本比率 (％) 37.7 37.9 38.1
 

 

回次
第34期

第３四半期
連結会計期間

第35期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2021年３月１日
至 2021年５月31日

自 2022年３月１日
至 2022年５月31日

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) 35.62 △6.17
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

 
２ 【事業の内容】

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社、以下「当社グループ」という。)

が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症の影響については、「２ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況の分析」に記載のとおりですが、引き続き状況を注視してまいります。

 また、重要事象等は存在しておりません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断したものであ

ります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間（2021年９月１日～2022年５月31日）における国内経済は、都心部を中心に発令され

ていた新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言等が10月以降全面的に解除されたものの、変異株の流行

に伴い１月中旬から再びまん延防止等重点措置が発令されるなど、個人消費への影響は一進一退の状況が続いてお

りました。足許では新型コロナウイルスの感染者数も収まりつつあり、個人消費への影響は持ち直しの動きが見ら

れる中、原油価格の高騰や為替の影響に伴う物価上昇による景気への影響が懸念されております。世界経済におい

ては、新型コロナウイルス感染症の変異株の影響等から依然として渡航制限等の対策を継続している地域があり、

とりわけ中国ではゼロコロナ政策による都市封鎖も断続的に行われ、景気への影響が懸念されております。また、

ロシアのウクライナ侵攻による経済的影響が注視されるとともに、原油や原材料の価格高騰による世界的なインフ

レが顕在化しており、今後の景気の悪化が懸念されております。

国内眼鏡小売市場（視力矯正眼鏡）は、新型コロナウイルス感染症の影響により、前年同期比では一進一退の状

況が継続しております。

このような市場環境の中で、当社グループのアイウエア事業では、経営課題として掲げているデジタルトランス

フォーメーションの推進及びイノベーティブなプロダクト開発の強化などの取り組みを進めてまいりました。WEB

と店舗をシームレスにつなげ、お客様がメガネをより選びやすくスムーズに購入できる取り組みとして、AIでメガ

ネの似合い度を判定するサービスの精度を向上させた「JINS BRAIN2」を導入するなど、より利便性の高い購買体

験の提供を進めております。商品開発につきましては、「近視のない世界の実現」に向けた取り組みの一環とし

て、バイオレットライトを用いた近視進行抑制メガネ型医療機器開発の共同プロジェクトを進めており、当第３四

半期連結累計期間の研究開発費の総額は155百万円となりました。

店舗展開につきましては、当第３四半期連結会計期間末におけるアイウエアショップの店舗数は、国内463店

舗、海外233店舗（中国172店舗、台湾49店舗、香港６店舗、米国６店舗）の合計696店舗となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は依然として新型コロナウイルス感染症の影響がある

ものの、新規出店の効果もあり49,916百万円（前年同期比4.6％増）となりました。営業利益はセールの増加等が

影響し原価率が上昇したこと等により2,758百万円（前年同期比30.9％減）、経常利益は3,141百万円（前年同期比

21.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は米国の事業構造改革費用引当金繰入額及び東京本社の移転に伴

う事務所移転費用引当金繰入額を特別損失に計上したこと等により1,026百万円(前年同期比62.6％減)となりまし

た。
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(2) 経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

① セグメント業績の概況

〈国内アイウエア事業〉

国内アイウエア事業につきましては、「ポケットモンスター（ポケモン）」をJINSならではの視点でデザインし

た「JINS ポケモンモデル」の第２弾が好評を博したほか、フレームのフロントとテンプルを繋ぐヒンジ（丁番）

をなくすことでこれまでにないフィット感とかけ心地を実現した「Airframe Hingeless」をはじめとした高付加価

値商品が売上を牽引しました。また、JINSアプリの会員数が前期末比201万人増加し、2022年５月末現在で約1,071

万人となりました。「JINS 1DAY（ジンズワンデー）」を展開しているコンタクトレンズも定期購買が拡大し、計

画どおり売上を伸ばしております。新型コロナウイルス感染症の影響につきましては、１月中旬より新型コロナウ

イルス感染症の変異株の流行から都心部を中心にまん延防止等重点措置が発令されたことにより客足が減少し、解

除された４月以降は客足の回復が見受けられておりますが、新型コロナウイルス感染症の発生以前の水準には至っ

ておりません。

店舗展開につきましては、国内店舗数は463店舗（出店34店舗、退店５店舗）となりました。

以上の結果、国内アイウエア事業の業績は、売上高39,319百万円（前年同期比3.2％増）、営業利益2,959百万円

（前年同期比19.2％減）となりました。

 

〈海外アイウエア事業〉

海外アイウエア事業につきましては、中国においては政府による新型コロナウイルス感染症の対策による行動制

限が引き続き強化されており、断続的に行われた都市封鎖等により個人消費が停滞したことに加え、前年実施され

た社会保障費用の減免の反動等による影響が出ていることから、大幅な減益となりました。

台湾においては、検眼士法案により義務付けられている検眼士の確保に伴う人件費の増加等による影響が出てい

るものの、新型コロナウイルス感染症の影響からは順調に回復しており、増益となりました。

香港においては、新型コロナウイルス感染症の感染者数が３月上旬をピークに急増したことにより客数の減少が

見受けられ、業績に影響が出ておりました。

米国においては、新型コロナウイルス感染症の影響により休業していた店舗は全店で営業を再開しましたが、サ

ンフランシスコ旗艦店の周囲の環境悪化の影響等により客足が大幅に減少しておりました。これに伴い、ＥＣ事業

を中心とした事業規模の拡大を目指した事業構造改革を推し進めることといたしました。

店舗展開につきましては、中国172店舗（出店11店舗、退店９店舗）、台湾49店舗（出店11店舗、退店なし）、

香港６店舗（出店、退店なし）、米国６店舗（出店、退店なし）の合計233店舗となりました。

以上の結果、海外アイウエア事業の業績は、売上高10,596百万円（前年同期比10.1％増）、営業損失200百万円

(前年同期は営業利益329百万円）となりました。
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② 財政状態の分析

(イ)資産

流動資産は、32,804百万円となり、前連結会計年度末に比べ400百万円減少いたしました。

これは主に、受取手形及び売掛金が547百万円増加したものの、現金及び預金が1,432百万円減少したことに

よるものであります。

固定資産は、21,527百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,725百万円増加いたしました。

これは主に、新規出店等に伴い建物及び構築物等の有形固定資産が1,163百万円、敷金及び保証金が341百万

円増加したことによるものであります。

以上により、総資産は、54,331百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,324百万円増加いたしました。

 
(ロ)負債

流動負債は、21,520百万円となり、前連結会計年度末に比べ11,018百万円増加いたしました。

これは主に、償還期限が１年以内となった転換社債型新株予約権付社債を固定負債より10,066百万円振り替

えたこと、及び買掛金が756百万円増加したことによるものであります。

固定負債は、12,229百万円となり、前連結会計年度末に比べ10,056百万円減少いたしました。

これは主に、償還期限が１年以内となった転換社債型新株予約権付社債を流動負債に10,066百万円振り替え

たことによるものであります。

以上により、負債合計は、33,749百万円となり、前連結会計年度末に比べ961百万円増加いたしました。

 
(ハ)純資産

純資産合計は、20,581百万円となり、前連結会計年度末に比べ362百万円増加いたしました。

これは主に、配当金の支払いにより863百万円減少したものの、親会社株主に帰属する四半期純利益1,026百

万円を計上したことによるものであります。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は155百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 73,920,000

計 73,920,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年７月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,980,000 23,980,000
東京証券取引所
(プライム市場)

単元株式数　100株

計 23,980,000 23,980,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2022年３月１日～
2022年５月31日

― 23,980,000 ― 3,202 ― 3,157
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2022年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

― ―
639,700

完全議決権株式(その他)
普通株式

233,337 単元株式数　100株
23,333,700

単元未満株式
普通株式

― ―
6,600

発行済株式総数 23,980,000 ― ―

総株主の議決権 ― 233,337 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2022年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ジンズ
ホールディングス

群馬県前橋市川原
町二丁目26番地４

639,700 ― 639,700 2.66

計 ― 639,700 ― 639,700 2.66
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2022年３月１日から2022年

５月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2021年９月１日から2022年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 23,206 21,773

  受取手形及び売掛金 3,794 4,342

  商品及び製品 4,515 4,961

  原材料及び貯蔵品 359 488

  その他 1,328 1,238

  流動資産合計 33,205 32,804

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 7,139 7,819

   その他（純額） 1,753 2,236

   有形固定資産合計 8,892 10,055

  無形固定資産 2,244 2,184

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 4,514 4,855

   その他 4,150 4,431

   投資その他の資産合計 8,664 9,286

  固定資産合計 19,801 21,527

 資産合計 53,007 54,331
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2021年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年５月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,506 2,263

  
1年内償還予定の
転換社債型新株予約権付社債

－ 10,050

  短期借入金 2,121 1,951

  1年内返済予定の長期借入金 53 41

  未払金及び未払費用 4,410 4,749

  賞与引当金 49 88

  商品保証引当金 － 169

  事業構造改革費用引当金 － 563

  未払法人税等 657 637

  その他 1,702 1,006

  流動負債合計 10,501 21,520

 固定負債   

  転換社債型新株予約権付社債 20,135 10,027

  長期借入金 217 167

  資産除去債務 528 554

  事務所移転費用引当金 － 235

  その他 1,404 1,243

  固定負債合計 22,285 12,229

 負債合計 32,787 33,749

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,202 3,202

  資本剰余金 3,228 3,228

  利益剰余金 18,747 18,898

  自己株式 △5,002 △5,002

  株主資本合計 20,176 20,326

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 43 255

  その他の包括利益累計額合計 43 255

 純資産合計 20,219 20,581

負債純資産合計 53,007 54,331
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年９月１日
　至 2021年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年９月１日
　至 2022年５月31日)

売上高 47,741 49,916

売上原価 9,850 10,790

売上総利益 37,890 39,125

販売費及び一般管理費 ※1  33,900 ※1  36,367

営業利益 3,990 2,758

営業外収益   

 受取利息 63 64

 受取手数料 42 17

 受取賃貸料 6 6

 為替差益 235 379

 補助金収入 － 144

 受取補償金 － 110

 その他 41 24

 営業外収益合計 388 748

営業外費用   

 支払利息 122 114

 持分法による投資損失 － 65

 支払手数料 4 3

 不動産賃貸費用 251 160

 その他 24 21

 営業外費用合計 402 365

経常利益 3,976 3,141

特別損失   

 固定資産除却損 28 122

 減損損失 209 77

 店舗閉鎖損失 51 29

 店舗臨時休業による損失 ※2  58 ※2  49

 事務所移転費用引当金繰入額 － ※3  235

 事業構造改革費用引当金繰入額 － ※4  521

 その他 － 7

 特別損失合計 348 1,043

税金等調整前四半期純利益 3,627 2,097

法人税、住民税及び事業税 1,059 1,079

法人税等調整額 △176 △8

法人税等合計 882 1,071

四半期純利益 2,744 1,026

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,744 1,026
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年９月１日
　至 2021年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年９月１日
　至 2022年５月31日)

四半期純利益 2,744 1,026

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 274 170

 持分法適用会社に対する持分相当額 － 41

 その他の包括利益合計 274 211

四半期包括利益 3,019 1,238

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,019 1,238

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。
 

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は、以下のとおりであります。

(1) 返品権付きの販売

返品権付きの販売について、返品されると見込まれる商品の収益及び売上原価相当額を除いた額を収益

及び売上原価として認識する方法に変更しており、返品されると見込まれる商品の対価を返金負債として

「流動負債」の「その他」に、返金負債の決済時に顧客から商品を回収する権利として認識した資産を返

品資産として「流動資産」の「その他」に含めて表示しております。
 

(2) 他社ポイントに係る収益認識

他社が運営するポイント制度に基づき、顧客への商品販売に伴い発生する付与ポイント相当額につい

て、従来は、販売費及び一般管理費として計上しておりましたが、取引価格から付与ポイント相当額を差

し引いた金額で収益を認識する方法に変更しております。
 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

当第３四半期連結累計期間の損益及び期首利益剰余金に与える影響は軽微であるため、記載を省略しておりま

す。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年

３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生

じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 
(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

 
(会計上の見積りの変更)

2022年１月14日に発表いたしました「東京本社移転に関するお知らせ」のとおり、当社は2023年２月に東京本社

の移転を予定しております。これに伴い、移転後利用見込みのない固定資産について耐用年数を短縮し、将来にわ

たり変更しております。

また、定期建物賃貸借契約に伴う原状回復費用に係る資産除去債務につきましては、移転予定日までの期間で資

産除去債務の費用計上が完了するように変更しております。

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微です。
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(四半期連結貸借対照表関係)

Ⅰ 保証債務

一部の賃借物件の敷金及び保証金について、当社、貸主及び金融機関との間で代預託契約を締結しております。

当該契約に基づき、金融機関は貸主に対し敷金及び保証金相当額を預託しており、当社は貸主が金融機関に対し

て負う当該預託金の返還債務を保証しております。

 
前連結会計年度

(2021年８月31日)
当第３四半期連結会計期間

(2022年５月31日)

 274百万円 227百万円
 

 
Ⅱ 財務制限条項

前連結会計年度(2021年８月31日)

当社は、運転資金及び店舗出店等に関する設備資金の機動的かつ安定的な調達を可能にするため、取引銀行とコ

ミットメントライン契約を締結しており、これらの契約には下記の財務制限条項が付されております。

(1) 2017年８月29日付コミットメントライン契約

融資枠契約の総額 8,000百万円

連結会計年度末借入可能残高 4,000 〃

借入実行残高（当連結会計年度末借入金残高） － 

差引額 4,000百万円
 

以上の契約にかかる財務制限条項

① 契約締結日以降の各決算期末日における連結貸借対照表の純資産の部の合計金額を、契約締結日直前の

決算期末日における金額の75％、又は直近の各決算期末日における金額の75％のうち、いずれか高い方

の金額以上に維持すること。

② 契約締結日以降の各決算期末日における連結損益計算書の経常損益の額を２期連続して損失としないこ

と。

 
当第３四半期連結会計期間(2022年５月31日)

当社は、運転資金及び店舗出店等に関する設備資金の機動的かつ安定的な調達を可能にするため、取引銀行とコ

ミットメントライン契約を締結しており、これらの契約には下記の財務制限条項が付されております。

(1) 2017年８月29日付コミットメントライン契約

融資枠契約の総額 8,000百万円

当四半期連結会計期間末借入可能残高 4,000 〃

借入実行残高（当四半期連結会計期間末借入金残高） － 

差引額 4,000百万円
 

以上の契約にかかる財務制限条項

① 契約締結日以降の各決算期末日における連結貸借対照表の純資産の部の合計金額を、契約締結日直前の

決算期末日における金額の75％、又は直近の各決算期末日における金額の75％のうち、いずれか高い方

の金額以上に維持すること。

② 契約締結日以降の各決算期末日における連結損益計算書の経常損益の額を２期連続して損失としないこ

と。
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(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2020年９月１日
至 2021年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年９月１日
至 2022年５月31日)

給与手当 10,090 百万円 10,933 百万円

地代家賃 8,165 〃 8,663 〃

広告宣伝費 2,399 〃 2,459 〃

研究開発費 272 〃 155 〃
 

 
※２　店舗臨時休業による損失

前第３四半期連結累計期間(自 2020年９月１日 至 2021年５月31日)

新型コロナウイルス感染症拡大により、政府及び各自治体からの営業自粛要請等を受けて、当社グループでは国内

アイウエア事業で最大84店舗の営業を自粛するなど店舗を休業することとなりました。

休業期間中の地代家賃等を店舗臨時休業による損失（58百万円）として特別損失に計上しております 。

 
　当第３四半期連結累計期間(自　2021年９月１日　至　2022年５月31日)

中国における新型コロナウイルス感染症拡大により、断続的に行われた都市封鎖等を受けて、最大86店舗を休業す

ることとなりました。

休業期間中の地代家賃等を店舗臨時休業による損失（49百万円）として特別損失に計上しております 。

 
※３　事務所移転費用引当金繰入額

　前第３四半期連結累計期間(自 2020年９月１日 至 2021年５月31日)

該当事項はありません。

 
　当第３四半期連結累計期間(自　2021年９月１日　至　2022年５月31日)

　東京本社の移転を決定したことに伴い、新東京本社に転居後、旧東京本社の原状回復工事を行うと見込まれる期間

の賃借料相当額を引当金繰入額として計上しております。

 
※４　事業構造改革費用引当金繰入額

　前第３四半期連結累計期間(自 2020年９月１日 至 2021年５月31日)

該当事項はありません。

 
　当第３四半期連結累計期間(自　2021年９月１日　至　2022年５月31日)

　米国事業の構造改革に伴う未経過分の地代家賃等を引当金繰入額として計上しております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2020年９月１日
至 2021年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年９月１日
至 2022年５月31日)

減価償却費 1,943百万円 2,124百万円
 

 
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2020年９月１日 至 2021年５月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月26日
定時株主総会

普通株式 583 25.00 2020年８月31日 2020年11月27日 利益剰余金

2021年４月９日
取締役会

普通株式 583 25.00 2021年２月28日 2021年５月14日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　該当事項はありません。

 
３．株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間(自 2021年９月１日 至 2022年５月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月25日
定時株主総会

普通株式 466 20.00 2021年８月31日 2021年11月26日 利益剰余金

2022年４月８日
取締役会

普通株式 396 17.00 2022年２月28日 2022年５月13日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　該当事項はありません。

 
３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

   【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年９月１日 至 2021年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                                                                               （単位：百万円）

 

報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)

国内
アイウエア

事業

海外
アイウエア

事業
計

売上高      

外部顧客への売上高 38,114 9,626 47,741 － 47,741

セグメント間の内部
売上高又は振替高

372 7 380 △380 －

計 38,487 9,633 48,121 △380 47,741

セグメント利益 3,661 329 3,990 － 3,990
 

（注）　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「国内アイウエア事業」セグメントにおいて、減損損失209百万円を計上しております。

 
（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年９月１日 至 2022年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

                                                                               （単位：百万円）

 

報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)

国内
アイウエア

事業

海外
アイウエア

事業
計

売上高      

顧客との契約から生
じる収益

39,319 10,596 49,916 － 49,916

外部顧客への売上高 39,319 10,596 49,916 － 49,916

セグメント間の内部
売上高又は振替高

363 5 369 △369 －

計 39,683 10,602 50,285 △369 49,916

セグメント利益又は
損失（△）

2,959 △200 2,758 － 2,758
 

（注）　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 「海外アイウエア事業」セグメントにおいて、減損損失77百万円を計上しております。

 
（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

 
３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用して収益認

識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しておりま

す。

なお、この変更がセグメント情報に与える影響は、軽微であります。

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

 
(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り)

新型コロナウイルス感染症の影響につきましては、国内においては、都心部を中心に発令されていた新型コロナ

ウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言等が10月以降全面的に解除されたものの、変異株の流行に伴い１月中旬か

ら再びまん延防止等重点措置が発令されるなど、個人消費への影響は一進一退の状況が続いておりました。世界経

済においては、新型コロナウイルス感染症の変異株の影響等から依然として渡航制限等の対策を継続している地域

があり、とりわけ中国ではゼロコロナ政策による都市封鎖も断続的に行われ、景気への影響が懸念されており予断

を許さない状況が続いているものと考えております。

今後の収束時期等を正確に予測することは困難な状況にありますが、2022年８月期の一定期間にわたり影響が継

続すると仮定し、固定資産の減損及び繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2020年９月１日
至 2021年５月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年９月１日
至 2022年５月31日)

(1)１株当たり四半期純利益 117円61銭 43円97銭

(算定上の基礎）   

 親会社株主に帰属する四半期純利益 (百万円) 2,744 1,026

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
 純利益(百万円)

2,744 1,026

普通株式の期中平均株式数(株) 23,340,216 23,340,216

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 106円43銭 38円69銭

(算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額
(百万円)

△39 △39

（うちその他(税額相当額控除後)(百万円)） (△39) (△39)

普通株式増加数(株) 2,075,124 2,156,660

 （うち転換社債型新株予約権付社債(株)） (2,075,124) (2,156,660)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

第35期（2021年９月１日から2022年８月31日まで）中間配当について、2022年４月８日開催の取締役会において、

2022年２月28日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　    396百万円

　 ②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　     　17円00銭

   ③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　2022年５月13日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
2022年７月14日

株式会社ジンズホールディングス

取締役会 御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 片   岡   直   彦  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 三   木   練 太 郎  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジンズ

ホールディングスの2021年９月１日から2022年８月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年３月１

日から2022年５月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年９月１日から2022年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジンズホールディングス及び連結子会社の2022年５月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
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められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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